
自動車検査法人プレスリリース
平成１６年４月２８日

自動車検査時の不当要求は６５５件で
発足後１年間と比べ２３％増

・・・説明や合格の強要など執拗な不当要求が６０％増加・・・

１．自動車検査法人は、平成１５年度における自動車検査時の不当要求発生状況
をとりまとめたので、お知らせします。

（注 〔 〕は、検査法人発足後の１年間(平成１４年７月～１５年６月)の数字）

１ 自動車検査における不当要求事案の発生件数は 全国において６５５件 ５（ ） 、 〔
３１件 （１日当たり２．7件〔２．２件 ）と件数で２３％増加しています。〕 〕
また、９３検査場中７６検査場（８２％ 〔７４検査場（８０％ 〕と殆どの） ）

検査場で発生しています （図－１参照）。

（２）不当要求行為の内容は 「暴力行為」２６件〔３５件 「脅迫・威圧行為」、 〕、
１４７件〔１７７件 「合格強要」２７０件〔２０１件 「説明強要」１３〕、 〕、
６件〔５０件〕となっています。
最近では、暴力行為、脅迫・威圧行為などの悪質な事件は減少しています

が、説明や合格の強要など執拗な不当要求が６０％増加しています。
なお、警察当局へ出動を要請した件数は６３件〔８４件〕で、その内３件

〔９件〕で不当要求者が逮捕されています （図ー２、図ー３参照）。

（３）不当要求の対象となった自動車の構造や装置は、①前照灯、制動灯の光色
など灯火関係が全体の２０％〔１９％ 、②タイヤのフェンダーからのはみ出〕
しなど車体関係が１２％〔１１％ 、③着色フィルム貼付など窓ガラス関係が〕
８％〔１６％〕の順となっています （図－３参照）。

２．これまで各検査場に不当要求防止責任者を選任するとともに、警備員を１４
人から２５人に、防犯カメラを９５３基から１４１３基に、ＩＣレコーダを
５３８台から８９４台に増備するなど、防犯体制の充実を図ってきましたが、
今後とも自動車の保安基準適合性についての審査を厳正かつ公正に実施できる
よう、警察との連携を密にし、不当要求に対しては断固たる態度で臨むことと
しています。

（注）防犯体制の数字は、平成１５年５月１３日の調査と１６年４月２０日の
調査の比較

お問い合わせ先

〒１６０－０００３ 東京都新宿区本塩町８－２住友生命四谷ビル

自動車検査法人本部 企画部調査課 安中、佐伯

電話 ０３－５３６３－３４４１ （代表）

０３－５３６３－３４４５ （直通）



〔図－１〕

〔図－２〕

〔図－３〕 不当要求・トラブルの内訳 （平成１５年４月～１６年３月）
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